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表１：15の若者言葉と回答者(156人)の認識
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『若者言葉を日常生活で用いること
は良い印象を与えるか否か』という
リサーチクエスチョンに取り組むた
め、調査研究を行う。

Googleフォームを用いてアンケート
調査を行う。X(旧Twitter)とLINEを通
じてURLの共有を行い、回答者は主に
東工大生と高校時代の同級生を対象と
している。様々な若者言葉のそれぞれ
の使用頻度と印象の善悪に関する質問
を設けた。

使用頻度について、「意味を知らない」を -1pt、
「ほとんど使用しない」を 0pt、「たまに使用す
る」を 1pt、「定期的に使用する」を 2ptとしてポ
イント計算した。それぞれの言葉に対する印象につ
いての結果を「善」「悪」のように掲載し、次の表
のようになった。今回提示する若者言葉の中にいわ
ゆる「ネットスラング」と呼ばれるものがあり、そ
れを表中の下線で示した。注目すべき箇所である。

「3.結果」でも述べたように、アン
ケート内ではそれに関する記述を一切
しなかったが、提示した15の言葉のは、
8の「通常の若者言葉」と7の「ネット
スラング」で構成されている。表を見
ると、「善」と回答された人数が多い
ワードのTOP3は「通常の若者言葉」
であり、「悪」と回答された人数が最
も多いワードのTOP3が「ネットスラ
ング」であることがわかる。このこと
から、ネットスラングが否かの２つの
分類によって若者言葉に対する善悪の
印象に傾向があることがわかる。また、
使用頻度に着目すると、得票数を上か
ら見たときに「通常の若者言葉」と
「ネットスラング」が入り混じってい
ることから、使用頻度に関しては特に
この２つの分類ごとに偏りがないこと
がわかる。このような結果になったの
は、”若者ことばが定着する特徴”の１
つとして考えられている、「使用場面
が広いこと」が密接に関係しているこ
とが考えられる。若者がその言葉を使
用する場面に遭遇することが多いから
こそ、使用頻度もそれに伴って高くな
るわけだ。

『若者言葉を日常生活で用いること
は良い印象を与えるか否か』という
問いに対する答えとしては、同世代
にアンケートを実施した結果、
「ネットスラング」であるか否かで
良い印象を与えるかどうかが左右さ
れることがわかった。


